
大会(1997年7月.北泊道).忠良Fl研究 13(3):

282.

2)小川秀司 ･祐楠弘之 (1997)チベットモンキ

ーの泊り切におけるサル田子形成の3者関係.

日本動物行動学会耶16回大会●(1997年llFl.衣

都).

3)小Jlr秀司 (1997)･霊長類ではどんな社会のど

んな班が子育てを手伝うか? 日本動物行動学会

節16回大会 (1997年11月,京都).

行動神経研究部門

思考言語分野

松沢哲郎 ･友永雅己 ･田中正之l)

く研究概要)

A)チンパンジーの認知 ･音声缶機能の比較認知科

学的研究

松沢哲郎 ･友永雅己 ･田中正之 ･

佐藤 明2)･雨雲純治3)

チンパンジーとヒトを対象に､認知 ･言拍械能の

比較研究を継続しておこなった｡主として1個体

のテスト場面で､色の認識､数の認孤とくにゼロ

の概念 (オックスフォー ド大学 ･ドラ ･ビロとの

共同研究)､記憶の減衰､図形パターンや表情の

托知､刺激等価性､コンビュ-夕補助のなぞり描

き ･迷路課題 (ノースフロリダ大学 ･イバー ･イ

バーセンとの共同研究)､匂いと味を手がかりと

した弁別学習 (北泊道大 ･上野吉-との共同研

究)､迅勤する刺激の輪郭の知覚 (京都大 ･藤田

相生との共同研究)､などについて突放的分析を

おこなった｡

B)対面ないし複数個体場面におけるチンパンジー

の知性

松沢哲郎

プレイルームでチンパンジーと実験者が対面する

場面において､石器や釣り棒などの道具使用､物

を操作する動作の模倣 (京都大 ･明和政子との共

同研究)､粘土遊び (日本女子大 ･中川械江との

共同研究)について研究した｡また､チンパンジ

ー2個体の同時レ '̂-押し切両における行動を研

究した (京都大 ･金沢別との共同研究)｡

C)社会的場面におけるチンパンジーの知性

平田 聡2)･鈴木修司4)･前田典彦5)･松沢哲郎

屋外放飼場ならびに屋内居室を利用して2個体の

チンパンジーがベアとなる場面を設定し､ビデオ

によって記録された2個体の駆け引きをもとに､

チンパンジーにおける他個体のもつ知識の理解に

ついて央験的研究をおこなった｡

D)野生チンパンジーの道具使用と文化的変異

松沢哲郎 ･平田 聡2)

西アフリカのポッソウのチンパンジーの行動と生

態を冬の時期に調査し､ビデオ記録の分析をおこ

なった (京都大 ･明和政子との共同研究)｡

E)飼育霊長類の村境エンリッチメント

松沢哲郎 ･熊崎柄則 5)･前田典彦5)･

勝田ちひろ5)･落合知美6)

飼育霊長輔の村境エンリッチメントにかんする研

究をおこなった｡一犯としての械樹プログラムを

日本モンキーセンターで昨年に続き実施した｡運

動場における3次元桐拓物の利用顕皮の調査をお

こなった｡現墳エンリッチメントの取り組みにつ

いて､イギリス ･オランダ ･米国などでfZ料収集

するとともに､国際エンリッチメント会議で報告

した｡上記の一部は邦同研究 (東京農工大 ･森村

成樹)である｡

F)チンパンジーの人工投梢とホルモンの動態

松沢哲郎 ･松林消明7)･熊崎消則5)･

前田典彦5)･藤田志歩2)

チンパンジー1個体 (女性､21歳)を対象に.尿

中のホルモンの動態を測定した｡人工投糊をおこ

なって妊娠に到り､妊娠期のホルモンの動!削こつ

いても測定を継続している｡また､ホルモン動態

と認知的パフォーマンスの変動との相関を調べ

た｡

1)1997年10月1日付採用 2)大学院生 3)認知

学習分野技官 4)研修員(1997年4月1日～1998

年2月28日)およびCOE非常勤研究員 (1998年3月

1日～1998年3月31日) 5)サル類保健飼育管理

施設技官 6)特別研究学生 7)サル類保健飼育

管理施設助教授

-35-



G)チンパンジーにおける視覚探索

友永雅己

視覚探索課題を用いて,チンパンジーの視知覚認

知について検討を行った｡今年度は顔の方向の知

覚における正立方向の特異性の効果と生物の運動

の知覚についての実験を行った｡また､チェッカ

ーパターンを用いて空間周波数に関する探索非対

称性についても検討を行った(行動発現分野 ･三上

孝允､長谷川良平､加藤まどかとの共同研究)

H)チンパンジー､ヒトにおける大域処理優先効

果

友永雅己 ･Jo61Fagot8)

小さな図形(局所手がかり)を配列して作成した図

形(大域手がかり)を用いて､ヒトとチンパンジー

における大域処理の局所処理に対する優先効果に

ついて､視覚探索課題によって検討を行った｡

I)マカクザルにおける社会的認知とその発達

友永雅己 ･佐藤 明2)･鈴木樹理9)･

大蔵 聡10)･橋浦和秀11)

マカクザルの新生児から成体を対象に､各種の社

会的認知能力とその発達について検討を行った｡

今年度は､新生児におけるホワイ トノイズのスト

レス紐和効果 (サル施設･鈴木樹理､器官調節分

野 ･大蔵聡､聖心女子大 ･川上消文との共同研

究)､新生児模倣の比較発達的研究 (橋弼和秀と

の共同研究)､注視時間法を用いた各種認知能力

の初期発達の検討 (橋浦和秀､京都大 ･藤田和生､

石川情との共同研究)と他者の知識についての理

解 (佐藤明との共同研究)､新奇物呈示時におけ

る子ザルの母ザルへの反応.他個体の注視反応へ

の追随などについて検討を行った｡

∫)飼育チンパンジー集団における道具使用の伝

揺

外岡利佳子12)･友永雅己 ･松沢哲郎

チンパンジー放飼集団を対象にジュース飲みにお

ける道具使用行動の伝播過程について実験を行い

データの分析を行った｡

K)チンパンジー乳幼児とヒト乳幼児における認

知機能の比較発達

井上 (中村)徳子12)

西アフリカ､ポッソウのチンパンジーによるコウ

ラの実割り行動に関する群内伝播の過程の分析を

おこなった｡また､ポッソウに住むマノン族の乳

幼児を対象として､自己鏡映像認知に関する実験

をおこなった｡

L)チンパンジーのトークンの使用

鈴木修司4)･松沢哲郎

トークンは疑似貨幣とも呼ばれ､ヒトの日常社会

における貨幣と頬似の機能を有するものである｡

チンパンジーに対してトークンの機能の1つであ

る貯蔵可能性を学習させ､その過程で出現する行

動の実験的分析を行った｡

く研究実損)

論文

一英文-

1)Hirata,S.,Myowa,M..&Matsuzawa.T.

(1998)Useofleavesascushionstositon

wetground by wild chimpanzees.

AmericanJournalofPrimatology44:215･

220.

2)Inoue-Nakamura,N.(1997)Mirrorself-

recognition in nonhuman primates:A

phylogenedcapprcachJaI泊neSe fbychdogical
Research39:266-275.

3)Inoue-Nakamura,N.& Matsuzawa,T.

(1997)Developmentofstonetooluseby

wildchimpanzees(Pan tTOgJodytes).

JournalofComparativePsychology111:

159-173.

4)Ⅰversen,I.&Matsuzawa.T.(1997)Model一

guidedlinedrawinginthechimpanzee

(Pantroglodytes).JapanesePsychological
Research39:154-181.

5)Sato,A,Kanazawa.S.,&Fujita.K.(1997)

8)京都大学招へい外国人学者 9)サル類保健飼

育管理施設助手 10)器官調節分野助手 11)日

本学術振興会特別研究員(東京大学) 12)日本学術

振興会特別研究員(京都大学)
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Perceptionofobjectunityinachimpanzee.

JapanesePsychologicalResearch39:1911

199.

6)Suzuki.S.,&Matsuzawa.T.(1997)Choice

betweentwodiscriminationtasksin

chimpanzees(PantTOgJodytes).Japanese

PsychologicalResearch.39:226-235.

7)Tanaka.M.(1997)Formationofcategories

basedonfunctionsinachimpanzee(Pan

tt･ogLodytes).JapanesePsychological

Research39':212-225.

8)Tomonaga,M.(1997)Precuingthetarget

location in visualsearching by a

chimpanzee(Pantt･ogJodytes):Effectsof

precuevalidity.JapanesePsychological
Research39:200-211.

9)Tonooka.RqTomonaga.M.&Matsuzawa,

T.(1997)Acquisitionandtransmissionof

t∝)1makingandusefordrinkingjuiceina

groupofcaptivechimpanzees.Japanese

PsychologicalResearch39:253-265.

総統

一英文-

1)Matsuzawa,T.(1997)Phylogenyof

intelligence:A view from cognitive

behaviorofchimpanzees.IIASReports,No.
1997-004:17-26.

2)Matsuzawa.T..Kojima,S.&Shinohara,

S.(1997)Editorial:Abriefnoteonthe

backgroundofthestudyofcognitionand

behaviorofchimpanzeesbyJapanese

researchers.Japanese Psychological

Research39(3):133-139.

-和文-

1)井上 (中村)徳子 ･松沢哲郎 (1997) r自己

忠誠の系統発生｣(第8章)苧阪直行 (煽),r脳
と意識Jl.胡瓜窃店.

2)松沢哲郎 (1997)チンパンジーの知性.AERA

Mook.頭脳学のみかた pp.144･147.

3)松沢哲郎 (1997)盟長和の比較通じヒトの心

の進化を究明.AERANookr学問がわかる｣

シリーズ18:24125.

4)松沢哲郎 (1997)行動科学からの脳機能への

アプローチ.学術月報 50(8):23-24.

5)松沢哲郎 (1997)チンパンジーの心.第11回

r大学と科学J公開シンポジウム組織委員全編

r詑知 ･音さ西の成立｣,pp.134-144.

6)松沢哲郎 (1997) ｢文化｣を考える.発達 70:

105･112.

7)松沢哲郎 (1997)チンパンジー ･ゴリラ ･オ

ランウータン.発達 71:103-111.

8)松沢哲郎 (1997)｢心｣の進化を考える.発達

72:104-111.

9)松沢哲郎 (1997)チンパンジーとヒトの出会

い.発達 73:104-111.
10)外岡利佳子 (1997)チンパンジーによる乗を

用いた水飲み.現代のエスプリ ｢行動の伝播と

進化｣No.359:85-94.

報告･その他

一英文-

1)Matsuzawa.T.(1997)Thedeathofan

infantchimpanzeeatBossou.Guinea.Pan

AfricaNews4(1):4-6.

-和文-

1)松沢哲郎 (1997)板企 ･小川論文へのコメン

ト.心理学評論.40:39･40.

2)辰巳格 ･千田道雄 ･三晶雅洋 ･大山雅史 ･外

山比南子 ･m田虫一 ･田中正之 (1998)意味

カテゴリー (固有名詞､生物､無生物)､音親

にもとづく晒想起と､脳の賦活部位.文部省科

学研究費補助金重点統域研究 (1)r心の発達 :

認知的成長の機構｣平成9年度研究成果発表会

(1997年1月､東京).研究成果報告雷.pp.257-
261.

3)友永雅己 (1998).チンパンジーにおける顔の

知覚 一 視覚探索課題を用いた方向の弁別 一

文部省科学研究焚補助金盃点田城研究(1)｢心の

発達 :認知的成長の機的｣平成9年度研究成果

報告番.pp.32-39.

4)友永雅己 (1998)チンパンジーにおける視知

覚認知.小嶋締三(縮),文部省科学研究費補助

金丑点田城研死(1)r認知･言語の成立｣Ⅰ:461

66.
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学会発表等

一英文-

1)FagotJ.&Tomonaga,hL(1998).Cdmparative

assessmentofglobal/localprocessingin

humans,chimpan乙eeSandbaboons.The

InternationalConferenceonComparative

Cognition(March12-14,1998,Orlando,FL,

USA).

2)OchiaLT.&Matsuzawa,T.(1997)Planting

treesinan outd∞rconfoundofchimrm

foranenrichedenvironment.TheThird

InternationalConferenceonEnvironmental

Enrichment(Oct.1997,FL.U.S.A).

3)Tomorはga,M.(1998).Percepdonofbiolcdcal

motionsinchimpanzees.Colloquiumforthe

animaトinfantcognition subgroupof

MonbushoGrant-in-AidI-Thedevelopment

ofmind'■.(January21.1998,Tokyo,Japan).

一和文-

1)遠藤教子 ･田中正之 ･辰 巳格 ･榎本武郎

(1997)失言削こdeepdyslexiaを伴った症例の

読みの障害.第42回日本音声言語医学会大会

(1997年11月.神戸).'音声言語医学39:150.

2)平田聡 ･ドラ=ビロ ･松沢哲郎 (1997)食物を

めぐる葛藤状態におけるチンパンジー達の行動.

日本動物心理学会第57回大会(1997年4月,滋

賀).動物心理学研究47:199.

3)平田聡 ･明和政子 ･松沢哲郎 (1997)桑のざ

ぷとん:野生チンパンジ-の新しい道具使用.第

13回日本霊長較学会大会 (1997年7月,札幌).霊

長籾研究13(3):270.

4)平田聡 ･松沢哲郎 (1997)チンパンジーの宝

探 しゲーム.日本動物行動学会第16回大会

(1997年11月,京都).発表要旨集 p.54.

5)井上 (中村)徳子 ･松沢哲郎 (1997)ポッソ

ウのチンバンジ-によるコウラの突割り行動の

郡内伝播.第13回日本霊長類学会大会 (1997年

7月.札幌).霊長類研究13(3):270.

6)井上 (中村)徳子 (1997)霊長類における自

己鏡映像認知 :系統発生的アプローチ.日本心

理学会第61回大会 (1997年 9月､西富).
7)明和政子 ･松沢哲郎 (1997)チンパンジーに

よる物の操作に関する模倣一他個体の何が伝わ

るのか ?-.第13回日本霊長類学会大会 (1997'
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年7月.札幌). 霊長類研究13(3k282.

8)明和政子･･松沢哲郎 (1998) チンパンジーに

よる物の操作に関する模倣(2)一他個体のアクシ

ョンに含まれる ｢意図｣と ｢ゴール｣の理解-.

日本発達心理学会第9回大会(1998年3月,東京).

9)中川桜江 ･松沢哲郎 (1998)チンパンジーに

おける粘土操作の発達 :粘土と他素材の組み合

わせ.日本発達心理学会第9回大会 (1998年3月,

●東京).

10)落合知美 (1997)チンパンジー放飼場の環境エ

ンリッチメントとその評価.第13回日本霊長類

学会大会(1997年7月,札幌).霊長類研究 13(3):

268.

ll)鈴木修司(1997)見本あわせ課超間のチンパン

ジーの選択行動-遅延挿入の影響-.日本動物

心理学会第57回大会 (1997年4月.滋賀).動物

心理学研究 47:200.

12)鈴木修司 (1997)チンパンジーのトークン使

用 :自発的な貯蔵.第13回日本霊長琉学会

(1997年7月,札幌).霊長類研究 13(3k283.

13)田中正之 ･伏見貴夫 ･辰巳格 (1997)日本

語 の音親構造 一系列再生突放 の知見か ら

(2)一.日本心理学会第61回大会 (1997年9月.

西宮).発表論文集 p.835.

14)辰巳格 ･田中正之 (1997)カテゴリー (固有

名詞.生物､無生物)､音組にもとづく単語の

生成と､脳の活動部位. 第42回日本音声言泊

医学会大会 (1997年11月.神戸).昔声音拍医

学39:63.

15)友永雅己 (1997).チンパンジーにおける探索

非対称性(ⅠⅠⅠ).日本動物心理学会第57回大会

(1997年4月.滋賀). 動物心理学研究 47:200.

16)友永雅己 (1997).正立した顔はポップアウト

するか - チンパンジーによる銃の方向の視覚

探索 -.第13回日本霊長類学会大会 (1997年

7月､札幌).霊長類研究 13(3):283.

17)友永雅己 (1997).チンパンジーにおけるバイ

オロジカル ･モ-ションの知覚 一 視覚探索課

題を用いて -. 日本心理学会第61回大会

(1997年9月,関西学院大学). 発表論文典 p.

512.

18)友永雅己 (1997).視覚探索課題を用いたチン

パンジ-の視知覚認知の探求.第24回京瓢心理

学セミナー ｢知性の発生｣(1997年11月,京都



大学).

19)友永雅己 (1997).霊長蛸の社会的認知.日本行

動分析学会耶15回年次大会シンポジウム｢r心
の理約1の行動分析｣(1997年11月.府中市.

安田生命アカデミア).

20)友永雅己 (1997).チンパンジーにおける朗の

知覚一 特に倒立効果について-. 文部省科学

研究枠補助金重点領域研究 r心の発達｣1997

年度研究成果発表会 (1997年12凡 京都大学霊

長放研究所).

21)外岡利佳子 ･友永雅己 ･松沢哲郎 (1997)チ

ンパンジーにおける桑を用いた水飲み行動の獲

得と伝播一野生群と飼育群の比較-.第13回日

本霊長較学会大会 (1997年7月.札幌). 霊長類

研究 13(3):288.

認知学習分野

小嶋群三 ･正高信男 ･中村克樹 ･南雲純治l)

く研究概要)

A)霊長類の聴覚と音声の研究

/川島群三

ヒト､チンパンジー,ニホンザルの聴覚と音声

に関する研究を進めている｡

B)老齢ザルの認知機能の研究

小鳩群三 ･中村克樹 ･落合牧子2)

加齢に伴う認知機能の低下を明らかにする目的

で､老齢ザルにGo/NoIGo松時弁別､偶然学習､

concurrentobjectdiscrimination.パターン弁

別課超を行わせて､その成績を非老齢ザルの成績

と比較している｡

C)PETを用いたヒトの認知機能の研究3)

小嶋群三 ･中村克樹 ･南雲純治

r話者認識｣に関わる脳部位の同定を,親しい

人間の声であるか否かを認識する課題を用い調べ

た｡右の側頭極皮質背側部がこの過程に関与して

いることが示唆された｡また､動物の声や人工物

のだす音､それらの招声 ･招守的､Ai箔をそれぞ

れ鳥類､乗り物とそれ以外というカテゴリ分Fiす

る訊題を与え､主として左右の隠光関連田野の賦

活を検討した｡データは分析中である｡
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D)霊長類のコミュニケーションの比較行動学的

研死

正高信男

ヒトを含む様々な種の音声､視覚コミュニケー

ションの比較研究を行っている｡

E)サル側頭葉腹内側部のニューロンの視覚応答

性の研究

中村克樹 ･佐藤暢哉4)

サル側頭葉腹内側部の各鏡野 (嘆周囲皮質 ･海

馬傍回など)の視覚機能における役割を明らかに

する目的で､ニューロンのa)注視課題中に周辺

視野に呈示される視覚刺激､およびb)弁別課題

中の視覚刺激､に対する応答性を解析している｡

F)サル頭頂一後頭間柄のニューロンのリーチング

(腕到達)運動における役割の研究

中村克樹 ･落合牧子 ･泰羅雅登4)･

苅田昌彦4)･徳野博信4)

サル頭頂一後頭間柄のリーチング運動にはたす役

割を明らかにする目的で､注視 ･サッカード (忠

速眼球運動) ･リーチングを必要とする課題中の

ニューロンの応答性を解析している｡また､記録

部位にトレーサー (WGA･HRPなど)を注入し､

情報の入出力関係も明らかにする｡

G)MEGを用いたヒト脳の視覚情報処理過程の研

究5)

中村克樹 ･南雲純治 ･佐藤暢哉 ･落合牧子

物体視に関わるヒト脳の視覚情報処理過程を明

らかにする目的で､MEGを用いて ｢ヒトの顔｣

｢果物｣｢道具｣のカラー写真およびそれらの ｢白

黒｣｢逆転｣｢スクランブル｣画像に対する応答を

測定した｡結果は現在解析中｡

H)行動実験制御プログラムの開発

南雲純治

チンパンジー歎概念学習用ソフト (数種)､タ

ッチパネル用ライブラリ､WINDOWS用入出力制

御 ･タイマ制御ライブラリ､PET実験用音声刺激

提示ソフト等の実験用ソフト並びにユーティリテ

ィの作成､開発を行った｡


